





学 位 の 種 類
































論 文 内 容 の 要 旨
教育学理論の中に 「教育学的人間学」 と呼ばれる固有 の研究領域が出現 してきたのは,古 いこと
ではない。特 に戦後の ドイツの教育思想がその主役を担 うものであるが,し か しこの名称は敢え
て使用 されなかった様 々な教育思想 にも,必 ず人間学的視点を含んでいる。 「教育学的 人間学」
は教育学 と人間学 という2つ の学問分野を結合 して成立す るものではな く,だ か らと言って この
両者を並列的に位置づけて性格づけ られるもので もないが,そ の両学問の狭間にあって成立する
教育学 に固有 の学問領域であることは事実だか らである。 「教育学的人間学」 を教育思想 の中の
独立 した領域 として取 り扱 うことは比較的新 しい試みに属することになるが,同 時 に論究の対象
となるのは人間の生成の意義であることか ら見て,古 今 の教育思想の内容に 「教育学的人間学」
の手掛か りを求めることは避け られない。筆者は 「教育学的人間学」研究 に特有の範囲の広さと
焦点の絞 りづ らさを十分に考慮 して,従 来なされてきたこの分野での研究の多様性 を踏まえつつ,
それ らを統一す る根拠 を求める。 これまでに提示 された ことのない教育学 と人間学の統合的視点
を採 りなが ら,「 教育学的人間学」が教育学の研究領域の中で占める位置を明瞭 にしている。
本論文は序 章,第 一部 「教育学的人間学の生起 と理論」,第 二部 「教育学的人間学の展開と批
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判」,第 三部 「教育学的人間学の課題 と展望」,最 終章よりな る大部なものであるが,そ の内容は
次 の通 りである。
序章では,教 育学 という学問に必然的に内在せ ざるをえない人間学的な視覚の主題を成す根本
性格 を教育学全般に通低する問題 として取 り上げ,そ れが 「教育学的人問学」成立の本質契機 と
なることを本論文の主題 として提示する。 これを受けて,第 一部では 「教育学的人間学」の成立
根拠 を問い質す試みがなされる。そ こで第1章 ではM.J.ラ ンゲフェル トの 「子 どもの人間学」に
依拠 しつつ,教 育 と人間をめぐる教育学的反省の往復運動の中に 「教育学的人間学」の具体的展
開を見て取 る。第2章 で0.Fボ ル ノーの 「教育学における人間学的見方」 の提唱か ら,教 育を人
間 に対する視角 を交差させる方法を解明す る。第3章 では 「教育学的人間学」を教育学 に固有の
論理的展開として捉える必然性 を明示 したW。ロッホの提案か らこの学問の成立過程が示され,第
4章 でH.デ ップ=フ ォアバル トによる人間の本質構造 を解 明する観点に立つ 「教育学的人間学」
の検討 に基づいて,こ の学問が内包 している基本理論の正当性を根拠づけようと試みている。
第二部は 「教育学的人間学」を教育学に固有の論理 に照 らして,こ れ まで提示 されてきた展開
過程 を批判的に検討す る作業がなされ る。 まず第5章 では,教 育学 に隣接す る諸科学の統合化 を
めざしたJ。デルボラフと,一 連 の 「教育学的人間学」の端緒 となったH,ノ ール の構 想について
緻密に検討される。第6章 では現代の精神医学的人間論の立場に立つK.デ ィーネル トの理論か ら,
教育学の基礎学 としての 「教育学的人問学」 の位置づけが指摘 され,第7章 では人間諸科学が人
間学へ と傾斜 していく動向の中で際立たされる教育学研究 の成果 を,「 教育学的人間学」の特性
として提示 したA.ブ リッ トナーの提案について分析がなされ る。第8章 では人間 に関する経験諸
科学の知見を統合す ることに この学問の課題を摘 出したH.ロ ー トか ら,発 達教育学の包括的理論
として具体化される際の問題点 を解 明する。第9章 ではH.ツ ダルツィル提唱する既存の教育学的
人間学の諸理論の総括 と新たな展望について,そ れ らのいずれの理論も批判されることによって,
「教育学的人間学」本来 の問題点が可視的 にされ,こ の学問の課題が整理 され る。
第三部は これ までの論述か ら解明された 「教育学的人間学」に固有の課題を踏まえて,こ の学
問 に要請 される今後の展望が瞥見され る。第10章 では従来の 「教育学的人間学」の もつ学問性
に関する立論が不完全であった ことの理由を明かにし,同 時 にこの学問の基本性格がその反省の
中か ら浮 き彫 りにされ る。第11章 では哲学的人間学 との関係性 をA.ゲ ー レンの哲学的人間学 と
の対比に基づいて,哲 学的人間が教育学 自体にもつ意義 と貢献 について論究 される。第12章 で
は 「未決の問い」 という哲学的人間学の公式が教育学 に取 り込 まれていった必然性および両 人間
学 の関係性が批判的 に考察され,第13章 では 「教育学的人間学」 の諸論理 を整理 して全体 を概
観 し,こ の学問を特徴づけている主要命題を統合 しようと試みる。その際に従来の諸成果が厳密
な人間観を欠いていた状態について,教 育学理論の反省的問題点 を提示している。
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以上の論 旨を踏 まえて,最 終章では本論文の主張を総括的に把握 し直して,「 教育学的人間学」
の学問的位置づけを最終的に確定 しよ うと試みている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は 「教育学的人間学」と呼ばれ る教育思想研究に固有の領域が もつ多様な理論的端緒 を,
ドイッ教育学 の代表的な思想内容か ら読み取 り,そ の背後に予想 され る哲学的人間学 との連関性
および差異性 を明確に しなが ら,「 教育学的人間学」が教育学の基本的領域 として成立 してきた
ことを論究 したものである。論文を貫いている研究 の視点は 「教育を人間の側か ら理解すること」
と 「人間を教育の側か ら理解すること」の不可分離性 に置かれ,両 者の立場に脈絡をつける論拠
を見出す ことにある。それはいわば教育 と人間とを切 り結ぶ結束点,つ ま り両者が展開する往復
運動を中心に据えて,自 明な ものとされてきた過去の教育学理論 を新たに整序する手掛か りを求
める試みで もある。そ こで これ らの理論 を支えてきた基本原理 を取 り出し,こ の原理 自体を問い
質す中で,「 教育学的人間学」の生起 ・展開 ・課題を再検討する ことがなされる。その場合 に,
教育 と人間という研究対象の領域を二極構造の中で理解す ることによって,互 いの内実に脈絡 を
つける契機 として 「教育学的人間学」 という新 しい探究方法の意義が指示される。そ こで本論文
は人間存在 の全体像を取 り込む必要性 を唱えて,人 間形成 の開かれた次元を浮き彫 りにしようと
す るが,そ れ を筆者は 「教育学的反省に立つ人間学的視角」 という,教 育現像の多様性を 「人間
的生」にお いて統一する道の上に見出して くるのである。ここに本論文の意図する 「教育と人間」
の相互指向的な運動 によって展望が開かれて くる。 「教育学的人間学」 の立場が確認できる。
さらに,哲 学的人間学の代表的理論に対す る批判的検討を通 して一段 と際立たされる教育学に
内在す る素朴な真理 として,「 人間存在にとっての教育の必要性」の根拠を,学 習 の意義 と文化
的存在 として の人間の位置づけとの相互連関性か ら規定 している。確かに人間が学習を必要 とす
る理 由を,人 間である ことの内在的要因に求めることは困難であろうが,教 育学の論理 に還元可
能な人間生成の構造解明か らこれに迫 る 「教育学的人間学」の努力は無視で きない。本論文 は
「教育学的人間学」が教育学の多様 な研究領域を 「人間 の側か ら」統合する可能性 をもつもので
あると気づかせている点は首肯できる。
本論文は過去 に展開されてきたほとん どの 「教育学人間学」 に言及 している。 この論究対象の
多さがかえって論文の中心点 を曖味にしていることは否めない。論題に揚げた諸相 としての多様
性については見事に整理 しているが,統 一性 については必ず しも明確な結論を出しているとは言
いがたい。それは この学問が今世紀の60,70年 代に隆盛をみた後,独 自の研究の方向性を提示
できなくなって停滞 している ことと無関係ではない。それはまた人間形成の本質的な要因をめぐ
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る教育学 と人間学お よび経験諸科学の拾頭 との関係性の問題で もある。だが,こ うした大きな課
題 を背景 にしなが らも,本 論文 は 「哲学的人間学」 に対す る距離の取 り方 を熟知 してお り,「 教
育学的人間学」 の学問性 を浮 き彫 りにした ことの意義は大 きい。 ドイツと同様わが国においても
「教育学的人間学」 を体系的に論究 した ものがな く,本 論文が この領域での研究成果 として今後
の教育思想に貴重な影響を与えることは疑 いない。
よって博士(教 育学)の 学位を授与するに適 当と認める。
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